
初
の
広
域
原
子
力
防
災
訓
練

　

訓
練
の
想
定
は
、
後
志
管
内
内
陸

部
で
震
度
６
の
地
震
が
発
生
。
津
波

は
発
生
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
積
丹

半
島
で
国
道
・
道
道
の
寸
断
に
よ
る

孤
立
集
落
が
発
生
す
る
と
と
も
に
、

泊
発
電
所
に
お
け
る
冷
却
装
置
機
能

喪
失
事
故
に
よ
り
、
国
か
ら
原
子
力

緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
た
こ
と
を

想
定
し
、
住
民
を
30
㎞
圏
外
の
６
カ

所
の
避
難
所
へ
避
難
さ
せ
る
こ
と
を

主
眼
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
に
は
、
従
来
か
ら
同
訓
練

に
参
加
し
て
い
た
原
発
周
辺
４
町

村
（
泊
村
、
岩
内
町
、
共
和
町
、
神

恵
内
村
）
と
、
新
た
に
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
内

に
含
ま
れ
た
積
丹
町
を
含
む
９
町
村

（
積
丹
町
、
寿
都
町
、
蘭
越
町
、
ニ

セ
コ
町
、
倶
知
安
町
、
古
平
町
、
仁

木
町
、
余
市
町
、
赤
井
川
村
）
が
初

め
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

　

　

積
丹
町
で
の
訓
練
は
、
国
道
（
西

河
）
及
び
道
道
（
幌
武
意
）
各
１
カ

所
で
の
土
砂
崩
れ
、
国
道
橋
（
野
塚

ウ
エ
ン
ド
川
）
の
橋
桁
落
下
に
よ
り

通
行
止
め
と
な
り
、
神
岬
、
余
別
、

来
岸
、
西
河
、
野
塚
、
日
司
、
入

舸
、
幌
武
意
の
８
地
区
、
４
２
０
世

帯
・
８
８
７
人
が
孤
立
状
態
に
な
っ

た
こ
と
を
想
定
。
巡
視
船
や
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
な
ど
を
利
用
し
て
、
道
か
ら

指
定
さ
れ
た
小
樽
市
内
の
ホ
テ
ル
グ

ラ
ン
ド
パ
ー
ク
小
樽
に
住
民
を
避
難

さ
せ
る
広
域
避
難
訓
練
の
ほ
か
、
屋

内
退
避
訓
練
、
消
防
団
の
避
難
者
誘

導
訓
練
、
住
民
広
報
訓
練
、
関
係
機

関
と
の
通
信
連
絡
訓
練
な
ど
も
行
わ

れ
、
町
・
消
防
関
係
者
88
人
の
ほ
か
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２
６
５
人
の
町
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

役
場
で
は
、
午
前
８
時
の
強
い
地

震
の
発
生
と
同
時
に
管
理
職
が
緊
急

招
集
さ
れ
、
直
ち
に
災
害
対
策
本
部

を
設
置
。
町
長
か
ら
電
話
で
国
・
道

な
ど
の
関
係
機
関
の
長
へ
の
緊
急
災

害
支
援
派
遣
要
請
。
午
前
８
時
30
分

に
は
泊
原
発
事
故
発
生
の
連
絡
を
受

け
、
午
前
８
時
32
分
、
原
子
力
災
害

対
策
本
部
を
設
置
し
、
松
井
町
長
を

本
部
長
と
す
る
対
策
本
部
会
議
が
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
泊
原
発
の
事
故
の
状
況

や
住
民
避
難
指
示
を
Ｉ
Ｐ
電
話
や
屋

外
拡
声
器
に
よ
り
周
知
し
た
ほ
か
、

積
丹
町
内
の
携
帯
電
話
に
対
し
災
害

緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
配
信
す
る
な

ど
、
緊
迫
し
た
訓
練
活
動
が
分
刻
み

で
続
き
ま
し
た
。

 

地
震
に
よ
る
交
通
の
寸
断
や
北
海
道
電
力
㈱
泊
発
電
所
に
お
け
る
原
発
の

事
故
に
よ
る
複
合
災
害
を
想
定
し
た
北
海
道
原
子
力
防
災
訓
練
が
、
10
月
24

日
、
泊
発
電
所
か
ら
半
径
30
㎞
圏
の
緊
急
時
防
護
措
置
準
備
区
域
（
Ｕ
Ｐ
Ｚ
）

の
後
志
管
内
13
町
村
で
行
わ
れ
、
初
め
て
訓
練
に
参
加
す
る
積
丹
町
を
含
む

２
４
６
機
関
、
住
民
約
７
，
７
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

▲小樽海上保安部巡視船「ほろべつ」に乗船する町民（古平漁港）

町
民
２
６
５
人
が
訓
練
に
参
加

▲避難者を集合場所へ誘導（余別町：第 7分団員）

初
の
広
域
原
子
力
防
災
訓
練

　
　

積
丹
町
の
〝集
落
孤
立
〟
　　

を
想
定
に

　　▲陸上自衛隊のヘリコプター
　　　　　　　　　での避難（日司小グラウンド）



　

小
樽
海
上
保
安
部
の
巡
視
船
「
ほ

ろ
べ
つ
」
で
の
避
難
は
、
美
国
・
婦

美
地
区
の
33
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

午
前
９
時
50
分
ま
で
に
美
国
中
学
校

に
集
合
し
た
訓
練
参
加
者
は
、
町
の

バ
ス
に
乗
り
、パ
ト
カ
ー
の
先
導
で
、

巡
視
船
が
待
機
す
る
古
平
漁
港
に
移

動
。
参
加
者
全
員
が
い
っ
た
ん
救
命

胴
衣
を
着
用
し
、
巡
視
船
に
乗
船
し

ま
し
た
が
、
高
波
の
た
め
参
加
者
の

体
調
に
配
慮
し
、
19
人
が
バ
ス
避
難

へ
切
替
え
。
残
っ
た
14
人
は
災
害
要

援
護
者
も
想
定
し
、
住
民
福
祉
課
の

保
健
師
、
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
の

ほ
か
消
防
隊
員
も
同
行
乗
船
し
て
約

１
時
間
半
の
航
海
を
経
て
、
正
午
過

ぎ
に
小
樽
港
へ
入
港
。
バ
ス
で
避
難

所
の
ホ
テ
ル
に
移
動
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
野
塚
、
日
司
、
入
舸
、
丸

山
地
区
の
参
加
者
11
人
は
、
午
前
10

時
45
分
ま
で
に
日
司
小
学
校
に
集

合
、
同
校
グ
ラ
ン
ド
か
ら
陸
上
自
衛

隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
２
便
に
分
け

て
搬
送
さ
れ
、
小
樽
市
色
内
埠
頭
公

園
に
到
着
し
、
正
午
ま
で
に
は
ホ
テ

ル
へ
の
避
難
を
完
了
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
子
ど
も
や
高

齢
者
も
交
え
た
訓
練
に
し
て
は
ど
う

か
。」、「
原
発
事
故
と
津
波
と
が
同

時
に
発
生
し
た
と
想
定
す
る
訓
練
が

必
要
。」
な
ど
の
感
想
も
聞
か
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
避
難
所
で
は
、
住
民
の
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
（
汚
染
検
査
）
や
防

護
資
器
材
の
展
示
、
放
射
線
等
に
関

す
る
研
修
会
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

　　

神
岬
・
余
別
・
来
岸
地
区
の
参
加

者
４
人
は
、
当
初
、
国
道
２
２
９
号

西
河
～
野
塚
間
が
土
砂
崩
れ
で
寸
断

さ
れ
て
い
る
た
め
、
来
岸
漁
港
か
ら

日
司
漁
港
ま
で
漁
船
で
移
動
し
、
さ

ら
に
、
日
司
小
学
校
か
ら
別
の
避
難

者
と
合
流
し
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
避
難

す
る
予
定
で
し
た
が
、
時
化
で
出
航

で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
天
候
が
回
復

す
る
ま
で
屋
内
退
避
に
変
更
。
そ
の

後
、
バ
ス
で
小
樽
の
避
難
所
で
の
放

射
能
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

　

当
日
積
丹
町
で
は
、
道
の
原
子
力

防
災
訓
練
と
並
行
し
て
、
国
や
道
の

関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
目
的
と

し
た
緊
急
時
初
動
体
制（
孤
立
対
策
）

演
習
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
長
の
災
害
支
援
派
遣
要
請
を
受

け
、
小
樽
開
発
建
設
部
、
石
狩
森
林

管
理
署
や
小
樽
建
設
管
理
部
な
ど
の

国
・
道
の
機
関
の
ほ
か
、
㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ

東
日
本
や
北
海
道
電
力
㈱
、
北
後
志

消
防
組
合
の
６
防
災
機
関
、
９
人
の

防
災
情
報
連
絡
要
員
が
当
町
の
対
策

本
部
に
緊
急
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た

対
策
会
議
で
は
、
松
井
町
長
に
よ
る

被
災
箇
所
の
説
明
後
、
北
海
道
開
発

局
が
国
道
に
設
置
し
て
い
る
Ｃ
Ｃ
Ｔ

Ｖ
カ
メ
ラ
の
映
像
を
活
用
し
た
被
災

現
況
や
災
害
復
旧
に
向
け
た
応
急
対

策
の
進
捗
状
況
の
報
告
訓
練
が
行
わ

れ
、
緊
急
時
の
初
動
対
応
の
確
認
が

行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

ま
た
、美
国
小
学
校
（
写
真
）
で
は
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
衛
星
通
信
移
動
無
線
車
に

搭
載
さ
れ
て
い
る
衛
星
回
線
を
用
い

て
開
設
さ
れ
た
衛
星
電
話
を
使
用
し

て
、
子
ど
も
た
ち
が
お
母
さ
ん
や
お

父
さ
ん
な
ど
と
の
通
話
体
験
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
北
電
に
よ
る
移
動
発
電

機
車
に
つ
い
て
の
説
明
も
行
わ
れ
、

災
害
で
通
信
経
路
が
被
災
し
た
際
の

手
段
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
の
重

要
性
を
子
ど
も
た
ち
に
学
ん
で
も
ら

い
ま
し
た
。

　

海
路
・
空
路
か
ら
の

　
　
　
　
　
　

広
域
避
難
訓
練

荒
天
で
訓
練
の
一
部
を
変
更

関
係
機
関
が
緊
急
派
遣

　

孤
立
対
策
訓
練
も

　
　
　

並
行
し
て
実
施

▲スクリーニングの様子

▲ＣＣＴＶカメラを活用した復旧対策会議

▲訓練終了後、多田道副知事（左から２人目）と
積丹町の参加者との歓談（ホテルグランドパーク小樽）

▲左から 高橋知事、村上第一管区海上保安本部長、
下出後志総合振興局長、松井町長（古平漁港）
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11
月
12
日
、
平
成
24
年
度
第
1
回

積
丹
町
防
災
会
議
が
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

防
災
会
議
は
、
災
害
対
策
基
本
法

及
び
町
防
災
会
議
条
例
に
基
づ
き
設

置
さ
れ
る
会
議
で
、
町
の
防
災
に
関

す
る
諮
問
機
関
と
し
て
町
長
の
諮
問

に
応
じ
、
地
域
防
災
計
画
の
策
定
や

防
災
に
関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
、

町
長
へ
の
意
見
具
申
な
ど
の
役
割
を

担
い
ま
す
。
６
月
の
同
法
改
正
に
よ

る
同
会
議
の
構
成
委

員
は
、
従
来
の
構
成

機
関
（
国
・
道
の
行

政
機
関
、
警
察
、
消

防
等
）
に
、
自
衛
官

や
地
域
住
民
が
新
た

に
委
員
と
し
て
加
わ

り
、
会
長
の
町
長
ほ

か
21
人
の
委
員
で
構

成
さ
れ
、
こ
の
日
、

会
議
の
冒
頭
に
町
長

か
ら
辞
令
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。

　

　

ま
た
、
会
議
で
は
、
東
日
本
大
震

災
以
降
に
実
施
し
た
町
の
防
災
対
策

の
状
況
と
、
今
後
実
施
予
定
の
防
災

対
策
や
検
討
事
項
な
ど
が
説
明
さ

れ
、
災
害
対
策
本
部
と
な
る
役
場
庁

舎
の
耐
震
化
や
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
見
直
し
、
原
子
力
防
災
対
策
用

資
機
材
の
整
備
の
ほ
か
、
同
会
議
が

主
管
す
る
積
丹
町
地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
な
ど
10
数
項
目
の
検
討
事
項

が
町
か
ら
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
国
や
道
の
動
向
や
指
針
な

4

区　　分 機関名および役職

会長 積丹町長

第１号委員
（指定地方行政機関） 
                     ３名

国土交通省北海道開発局
小樽開発建設部長

国土交通省海上保安庁第１管区
海上保安本部小樽海上保安部長

林野庁北海道森林管理局
石狩森林管理署長

第２号委員
（自衛官）　　　 １名

防衛省陸上自衛隊第 11 特科隊
長

第３号委員
（北海道職員）　　１名

北海道後志総合振興局
地域政策部地域政策課主幹

第４号委員
（北海道警察） 　 １名 北海道札幌方面余市警察署長

第５号委員
（役場職員）   　６名 積丹町副町長　ほか

第６号委員
（教育長）　　　 １名 積丹町教育委員会教育長

第７号委員
（消防積丹支署長及び
　　　　　消防団長）     
　　　　　　　 ２名

北後志消防組合積丹支署長

北後志消防組合積丹消防団長

第８号委員
（指定公共機関又は
　指定地方公共機関）
　　　　　　　　３名

東日本電信電話株北海道支店
設備部災害対策室長

日本郵便株式会社美国郵便局長

北海道電力㈱余市営業所長

第９号委員
（自主防災組織又は
　　　　学識経験者）
　　　　　　　 ３名

積丹婦人防火クラブ連合会会長

積丹町自治会等連合会副会長

 

第
１
回
積
丹
町
防
災
会
議
を
開
催　

     

　  

９
機
関
・
21
人
の
委
員
に
辞
令
交
付

　
町
の
防
災
対
策
の
状
況
を
説
明

　

11
月
12
日
、
原
子
力
防
災
訓
練
に

係
る
町
主
催
の
担
当
者
会
議
が
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
小
樽

開
発
建
設
部
、
小
樽
海
上
保
安
部
、

陸
上
自
衛
隊
の
ほ
か
後
志
総
合
振
興

局
な
ど
13
機
関
か
ら
18
人
が
出
席

し
、
同
訓
練
結
果
を
検
証
す
る
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
悪
天
候
に
よ
り
一
部

の
訓
練
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

「
訓
練
で
も
荒
天
時
の
輸
送
手
段
の

代
替
え
策
を
講
ず
る
べ
き
」、
ま
た
、

各
機
関
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
同

訓
練
の
反
省
点
、
課
題
、
意
見
な
ど

が
述
べ
ら
れ
、小
樽
開
発
建
設
部
は
、

「
初
動
体
制
訓
練
で
活
用
し
た
Ｃ
Ｃ

Ｔ
Ｖ
映
像
は
、
被
災
箇
所
の
リ
ア
ル

で
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
発
信
の
手
段

と
し
て
、
有
効
活
用
が
期
待
で
き

る
。」
と
述
べ
、
ま
た
、
小
樽
海
上

保
安
部
か
ら
は
、「
あ
る
程
度
の
時

化
で
も
巡
視
船
で
の
避
難
は
可
能
。

美
国
港
に
巡
視
船
が
入
港
で
き
る
よ

う
港
の
整
備
が
必
要
。
巡
視
艇
や
漁

船
を
使
用
し
、
巡
視
船
に
乗
り
継
ぐ

手
段
の
検
討
も
有
効
。」
な
ど
の
意

見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
杉
山
東
し
ゃ
こ
た
ん
漁
協

組
合
長
は
、「
有
事
の
際
、
漁
船
の

活
用
が
期
待
さ
れ
る
。重
要
な
の
は
、

各
漁
港
の
現
場
の
状
況
を
把
握
し
、

そ
の
情
報
を
共
有
す
る
体
制
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
こ
と
。
情
報
の
共
有

が
臨
機
応
変
な
対
応
を
可
能
に
し
て

い
く
と
思
う
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
こ
れ
ら
の
反
省
点
、
課

題
、
意
見
や
、
訓
練
に
参
加
し
た
住

民
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
道
の
防
災

対
策
に
役
立
て
て
も
ら
う
ほ
か
、
今

後
の
町
の
防
災
訓
練
や
地
域
防
災
計

画
の
策
定
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

訓
練
結
果
の

　
　
　

検
証
会
議
開
催

ど
を
も
と
に
、
積
丹
町
地
域
防
災
計

画
の
見
直
し
・
策
定
作
業
が
進
め
ら

れ
ま
す
。

積丹町防災委員構成

▲第１回積丹町防災会議の様子



　

町
の
こ
の
冬
の

除
排
雪
対
策
に
関

す
る
町
長
と
町
内

団
体
と
の
懇
談
会

が
、
10
月
31
日
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

  

　

今
回
の
懇
談
会
は
、
町
道
や
住
宅

な
ど
の
雪
処
理
対
策
な
ど
に
つ
い
て

広
く
意
見
を
聞
き
、
高
齢
化
が
進
む

町
内
の
安
全
・
安
心
な
冬
の
暮
ら
し

に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し

た
も
の
で
、
自
治
会
等
連
合
会
、
民

生
委
員
協
議
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
女

性
団
体
連
絡
協
議
会
な
ど
の
団
体
役

員
と
、
除
排
雪
業
務
に
携
わ
る
町
建

設
協
会
と
生
産
活
動
セ
ン
タ
ー
の
役

職
員
も
出
席
し
ま
し
た
。

　

懇
談
は
、
松
井
町
長
の
挨
拶
の

後
、
日
頃
町
民
の
皆
さ
ん
が
感
じ
て

い
る
町
の
除
排
雪
の
実
施
状
況
な
ど

冬
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
率
直
な
感
想

を
い
た
だ
き
、「
国
道
・
道
道
と
町

道
の
除
排
雪
基
準
の
違
い
。」、「
地

域
が
協
力
し
て
除
雪
に
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
若
い
人
が
少
な
く
な
り
今

後
が
心
配
だ
。」、「
高
齢
者
の
一
人

暮
ら
し
は
屋
根
か
ら
の
落
雪
処
理
が

困
難
。」、「
空
き
家
の
除
雪
対
策
の

検
討
が
必
要
。」
な
ど
、
多
く
の
貴

重
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
か
ら
は
、「
福
祉
除
雪
サ
ー
ビ

ス
事
業
」
の
対
象
世
帯
や
利
用
者
負

担
の
考
え
方
な
ど
の
事
業
概
要
と
、

夜
間
積
雪
10
㎝
以
上
と
な
っ
て
い
る

除
雪
車
出
動
基
準
や
除
排
雪
予
算
な

ど
「
町
道
等
除
排
雪
事
業
」
の
概
要

に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
意
見
を
伺

い
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
特
に
「
町
内
会
・

自
治
会
単
位
で
降
雪
前
に
個
別
の
意

見
を
聞
き
取
る
機
会
を
設
け
て
は
ど

う
か
。」
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
、
11
月
か
ら
建
設
課
の

職
員
が
各
地
区
へ
出
向
い
て
意
見
交

換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　　

65
歳
以
上
の
人
口
が
町
の
人
口
の

４
割
を
占
め
る
本
町
で
は
、
冬
の
安

全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
確
保
に
は
、

「
雪
処
理
対
策
」
が
町
の
大
き
な
課

題
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
今
回
の
懇
談
会
で
出
さ

れ
た
意
見
や
要
望
を
、
今
後
の
「
福

祉
除
雪
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
や
「
町
道

等
除
排
雪
事
業
」
に
役
立
て
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
ぐ
る
み
で
の
助
け
合
い
や
協

力
の
取
り
組
み
で
、
安
全
な
冬
の
生

活
が
過
ご
せ
る
よ
う
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

～
冬
の
生
活
の
マ
ナ
ー
～

・
路
上
駐
車
を
し
な
い
。

・
作
業
の
支
障
と
な
る
物
を
道
路

　

に
置
か
な
い
。

・
敷
地
内
か
ら
道
路
に
雪
を
出
さ

　

な
い
。

・
小
河
川
に
投
雪
を
し
な
い
。

１　

対
象
と
な
る
世
帯　

　

①
町
内
に
居
住
す
る
65
歳
以
上
の
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
、
又
は
高
齢
者
夫
婦

な
ど
の
世
帯

　

②
町
民
税
非
課
税
世
帯

　

③
身
体
の
障
害
や
疾
病
な
ど
に
よ
り

除
雪
が
困
難
な
世
帯

　
（
①
～
③
の
全
て
が
該
当
す
る
世
帯
）

２　

除
雪
の
対
象
と
な
る
場
所

　

緊
急
時
の
避
難
路
と
な
る
玄
関
か
ら

公
道
、
家
の
出
入
口
、
窓
や
ベ
ラ
ン
ダ

な
ど
。

３　

利
用
者
負
担
料
金

　

作
業
員
一
人
一
時
間　

６
０
０
円

４　

申
込
み
方
法

　

役
場
住
民
福
祉
課
、
入
舸
・
余
別
支

所
、各
地
区
民
生
員
・
社
会
福
祉
協
議
会
、

生
産
活
動
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
、
申
込

み
く
だ
さ
い
。

５　

利
用
の
決
定

　

申
込
み
を
受
け
た
後
、
課
税
状
況
や

身
体
の
状
況
等
を
確
認
し
、
サ
ー
ビ
ス

利
用
の
可
否
を
決
定
、
通
知
し
ま
す
。

　
※
積
雪
状
況
に
関
係
な
く
、
お
早
め
に

　

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

福
祉
除
雪
サ
ー
ビ
ス

　
早
め
の
相
談
・
申
請
を
！

　

積
丹
町
と
一
般
財
団
法
人
北
海
道

電
気
保
安
協
会
（
札
幌
市
・
大
内
全

理
事
長
）
と
の
災
害
時
協
力
協
定
書

手
交
式
が
10
月
26
日
に
行
わ
れ
、
松

井
町
長
と
同
協
会
大
内
理
事
長
が
協

定
書
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
地
震
や
津
波
、
台

風
な
ど
自
然
災
害
や
大
規
模
な
停

電
、
火
災
な
ど
重
大
事
故
が
発
生
し

た
場
合
や
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
場

合
、
当
町
か
ら
の
要
請
に
よ
り
同
協

会
が
避
難
所
や
公
共
施
設
の
電
力
復

旧
に
向
け
た
応
急
対
策
活
動
を
行
う

内
容
と
な
っ
て
お
り
、
道
内
の
自
治

体
で
は
64
番
目
、
後
志
管
内
で
は
10

番
目
の
締
結
と
な
り
ま
す
。

　

大
内
理
事
長
は
、「
要
請
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
必
要
最
大
限
の
応
援

体
制
で

協
力
し

た
い
。」

と
挨
拶

さ
れ
ま

し
た
。

 

電
気
保
安
協
会
と

 

災
害
時
協
力
協
定
締
結

　
こ
の
冬
の
除
排
雪
対
策
に
つ
い
て

　　　　　　　　　　　　

町
長
と
の
懇
談
会

冬の安全・安心な
暮らしに向けて
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